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その他、四中フェスタ11/3 松原柴垣教会バザー11ん

七中フエスタ11/10松中フエスタ11/10六中フェスタ 11/18

バ オバ ブか ら出店 します I

ご協力よるしくお願いします II
みんなで、鐘域フェスタを盛り上げ識しょう{T)

こもに地域で いきいきこ生きるここの実現を
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みんなでワイワイ楽し|1活動

月に 1口のクラブ活動では、

第 2え るでと合‐同で外携 や者

楽活動 などに取 り組 んでい

ます。また、 レク活動のひと

つ としてスポーツ を取、り入.

れ、ボッチャや夫縄 を使 った

遊 び をす ることで楽 しみ な

がら体 を動か しています。
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ことで、みんなが人好 きなBBQを 楽 しみ II
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っぱい合べられ皆さん楽 しそうな笑い声
II

や笑顔が溢れていました(■
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ともだちのわ
7月 7日 (土)は第 2え るでに地域の子 どもたち

をお招きし、「ともだちのわ」を開きま した (^^)/

「ともだちのわ」では、第 2え るでのメンバーさん

たちと一緒に、たこ焼き作 りや団扇作 りなどを行い

ました。多 くの子 どもたちに参加いただき、メンバ

ーさんと交流を深め、楽 しいひとときを過ごしまし

た。

おいしそうな

たこ焼きがいっぱい:I

クラブ活動
8月 か らは「部活動 2018」 を開始 し、メンバ

ー さんの興味関心に合わせて 「運動 クラブ」

「鉄道研究クラブ」「おでかけクラブ」「ぉは

な しクラブ」「うた&ダンスのクラブ」が創

設 されま した !

リサイクル活動強化
第 2え るででは、活動の中心として、アル ミ

缶の回収を行つてお ります。アル ミ缶の収益

は、メンバーさん (利用者 さん)のお給料 と

な ります。 9月 からは「隔週」でアル ミ缶の

回収に回っていますので、ご協力お願い致 し

ます。

●Q_
Aげ ｀
′ヽ

t
ねつとまつばらフェスタ
7月 14日 (土)に は 「ねっとまつばらフェスタ

2018」 に第 2え るでのメンバー さんも参加 してき

ま した。ねっとまつばらフェスタ 2018では、地域

の方々と交流 しなが ら楽 しく活き活きと暮 らせる

よう情報発信を行い、来場者の皆さんと舞台でダ

ンスをした り連携を深めました|(~)!
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みんなで楽しく外食ヘ

10月 6日 (土)には、堺市美原区にある社会

福祉法人徳昇福社会菩提の家に、第 2え るで

のメンバーさんがお邪魔 してきました。

バイキング形式のランチをお腹いっばい食ベ

て、楽 しく充実 した一 日とな りました。 さて、

次はどこに行こうかな～ ?!(*~*)

いつもご協力

ありがとうございます :
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バオバ
社会福社法人バオバブ福社会

ブ とみ ん なの WA
2018パー

′ヽオ′ヽイL

卜Ⅱ
障がいのある人 もない人 も、大人から子どもまで楽しんでいただける時間を。

このイベントを重 じて「障がい」について夕しでも考えていただけるきっかけになれば

口E

漫ォさかぃし 大阪大谷大学手話クラブ

9月 15日 (土)ゆめニティまつばらにて「バオバブとみ

んなのWA2018パー トエ」を開催いたしました。

1階催事場では作業体験や物品販売、3階ゆめニティプ

ラザでは舞台イベン トや講演、上映会等を行いました。

この取り組みの目的は、えるでのメンバーがスタッフや

ボランティアとともにいきいきと活動し、「バオバブ」

を広 く知つていただくこと、また、松原市内外の障がい

福祉事務所や関係団体から多 くの出展やイベン トに参

加いただき、障がい当事者や支援者がいきいきと活動す

る姿を発信することです。今後も様々な方法で、障がい

当事者や親、支援者が地域で生きていく上での現状と課

題を発信していきたいと思います。

当日は多くの方々にご参加いただき、誠にありがとうご

ざいました。

生きる」

苦迫さんマジツク
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バオバブ とみんなの WA 2018パ ー トⅡの
アンケー ト結果です

講演 :「 地域の中で生きる」 講師 :房本 晃
来場者 :フ ァミリー 33人  ねっとまつばら9人  ぽぽろスクエア 3人

その他 (松 中、六中、七中、天美西小、恵我小、布小、東小、三宅小、天南小
子 どもの心の発達、更池あったかサークル、松野税理士会計士事務所
ACT JAPAN グル ー プホー ムひか り等)93人

合計 138人 (受 付人数 )

<ア ンケー ト結果 >
1.所属について
病院関係 (0人 ) 教育関係 (4人 ) 保健関係 (0人 ) 福祉関係 (2人 )

保護者 (3人)  その他 (地 域住民 1人 、会計事務所 1人 、子 どもの心 1人 、
解放同盟松原支 部 1人  無回答 4人 )

2.案 内をどこで ご覧にな りま したか ?
広報 (1人 ) 社協松原 (0人 ) 学校 (4人 )保 育所・幼稚園 (0人 )

その他 (知 人 1人 、ハガキ 3人 、ネ ッ トワーク通信 2人、パンフレッ ト1人 )

3.l講 ,寅 会はいかがで したか ?
1.大 変良かった (13人 ) 2.良 かった (2人 ) 3.普 通 (1人 )

4.あ ま り良 くなかった (0人 ) 5.良 くなかった (0人 )

ア ンケー ト感想 よ り
。バオバブの大 きな流れがはっき りわか り、整
理 できま した。高齢者 の課題 と障がい者 の課
題 を考 えるきつかけになった。

・障がいを持 った人たちが当た り前 に 自然 な形
で生 きてい ける社会 を作 ってい こ うとい う房
本先生 の熱 い思いが しっか りと伝 わってきま
した。地域 で しっか り生 きていけるよ う親 と
して も今の状態 に満足す ることな くしっか り
とした意識 を持 って、 もっ と社会 に 目を向け
る必要性 を感 じま した。

。とにか くす ごい !!松原のほかに足のついた
地道な実践 を整理 して、理論 と結び付 けて展
望を示 していただけた。「われわれ」 とい う言
葉が刺 さった。次世代の教員、保護者にどう
伝 えるか ?そ んな自分 自身が世間のことを考
え、行動 し続けることことだと思 う

・房本先生の こと、今 にいた るまでの姿勢が よ
くわか りま した。障害者 の保護者 であ りなが
ら、今 日は 日本 の障害者。 国の進展 について
訓 しく学ぶ ことができま した。 1人 1人 の考
え、生 き方が大事でだまっていてはだめなの
だ とい うことがあらためてわか りま した。

。私たちは行 きつ もどりつ障害 を持つ人たちの
権利 は守 られ る時代 を作 りだ した。今 の現状
も今までのよ うに変革 しま しょう !

。社会 が差別 と障がいをつ くってい ると改 めて
感 じさせ られ ま した。学校 の課題 、高齢者 サ

― ビス等、共生制度の ことな ど考 えていかない
といけないことが山とあると思います。

。今 どんな ことが国で起 こってい るのか、今地
域 で皆が危機感 をもってつながっていかねば
ダメだ と思いま した。

。どん な学校 、社 会 にす るね ん !と い うこ とを

考 え られ る学校 にせ なあかんな と思いま した。
・房 本 理 事長 の考 え方 や 人 とな りが分 か った た

め。
。いつ まで も志 を持 っ て運 動 して い る姿 はや っ

ぱ リカ ッコいいです ね。 体 に気 を付 けて。

。初 めて聞 く事 ばっか りで遅いですが、少 しず
つできることで協力 していきたいです。

。ともに生 きる教育の大切 さと大事 さをなお感
じま した。障害者 の人 たちに対す るや さしさ
を学校での教育の大切 さ。

・施設 の流れが よくわかった。 65歳 問題 な ど
知 らない事 を知 り勉強 になった。 1人 1人 の
生き方を問われ る内容だ と自覚 した。

。子 どもの生活 に不安 が あ るの で少 し楽 にな り
ま した。

4.今 後取 り上 げてほ しいテーマや ご意 見等

。老人福祉 (介 護 )は勉強 になった。
・ レク リエー シ ョン活動等 について。
・就労について。子 どもの支援ついて

賃重なご窟舅:あ グ〃を 多ご詢 ば した ノノ
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10月 2日 (火 )第 75回 社会福祉法人バオバブ福社会理事会が開催 され、①給与規程給

与規程供与表改定、②いこな移転事業について、③男子ホーム建設計画の変更 (案 )が 承

認 されま した。

通信では、その議論の重要な項 目にについて後援者 。支援者の皆様にお伝えします。

プ′ メ紹

'事

″ ′璧ヨメ紹

'事

″ ′賢ヨμ 与 麦 』72メ置ヨ

/ご つιl τ

給与・ 賞与確 定委員会 において、

本福社会給与規程 (一 般職・管理職 )

改定 についての議論 をすす めて きま

した。

新給与表 は 旧給与表 に比べて、昇

給幅 を抑 えなが らも毎年昇給 を実現

し、職員 においては昇給 の 「実感 」

と 「将来へ の見通 しを」持 って勤務

に当たって も らいたい とい う思い を

込めて作成 しま した。

当面 5年 間は改定給与表 を維持 し、

若年層 に配慮 した法人経営 に努力 し

ていきたい と考えています。

′′ ιlご な移義F事業 /ご つι
'τ

社会福祉法人松風福社会 との間で、

賃貸契約 を結びま した。
「ホーム空」の建設業者株式会社 匠

建 の倒産 とい う状況 に対応 して、急

遠事務所パーテ ィシ ョンエ事業者 の

株 式会社 日商 に依頼す るこ とが決定

されま した。

θ′ 男 子 オ ー ス だ 詔'庁チノロ の 変 _ぞ

ζ実ノ だ つιl τ

①法人基本財産 を担保 として提供す

る金融機 関について

市 の福祉 指導課 の事前協議 を重ね

なが ら、交渉す る民間金融機 関を 2

行 程 度 に絞 り込 み 、融 資 額 ・ 金 利 。

返 済 等 の 諸 条 件 を比 較 して 、 理 事 会

で 最 終 決 定 す る こ とへ の 承 認 され ま

した。

●ホー‐ム 1カ 建設計 |コ i./')金 百変 Ⅲ十二′
,

I′ 、 
´
'´

進 入 路 確 保 の た め近 隣住 宅 地 を 1

m幅 で 、 買 収 交 渉 に入 っ て い た 時 期

に、「台風 」に よ り、近 隣住 宅 が被 害。

交渉 中断後全 敷 地 の購 入依 頼 が あ り、

購 入 を決 定 しま した。 買収 に よ り、

ホー ム建設 用 地 と合 筆 が可能 にな り、

諸 法 規 の規 制 を全 て ク リア で き る こ

とに な っ た 。 将 来 計 画 を検 討 しな が

ら、 新 設 男 子 ホ ー ム は新 築 (木 造 ・

準 耐 火 建 築 )と す る こ とが 承 認 され

ま した。

③ 計 画 変 更 に伴 い 、 自 己 資 金 を活 用

す る ことにつ いて

用 地 買 収 に伴 い 、 建 設 計 画 見 直 し

を行 い 、 自己 資 金 を用 地 買 収 費 の 一

部 と して 活 用 す る こ と、 金 融 機 関 か

ら の 融 資 額 の 増 額 を 含 む 計 画 変 更

(案 )が 承認 され ま した。

設 計 事 務 所 よ りの 「新 築 ・ 基 本 プ

ラ ン」 も承 認 され 、 基 本 の た た き台

と して理 事 会 ・ 利 用 者 。保 護 者 と職

員 か らな るプ ロ ジ ェ ク トチ ー ム で 検

討 して い く こ と も確 認 され ま した 。

10月 より。地域生活サポートセンター●こな
″ゞ移所

「
ιま方
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設 計事務 所 よ りの
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1,車椅子使用メンバーの室内での移動を保障するため、居室の広 さ (12r)
を確保。

2,車 椅子使用 メンバーの室内移動 を保障す るため、廊下幅 を 2mを 確保。

3,移 動の導線 を一直線に した こと。避難経路 も一直線 に。

5,「 第 2え るで」同様 に、採光の確保 し、温か く涼 しいホーム を。

4, トイ レを 3箇 所確保 したこと

基 本 プ ラ ン をた た き台 に しな が ら、 よ りよ き ホ ー

ム に してい きたい と考 えてい ます。

爵 1鱗の病
『

`鬱

r」

婚「な鰐案を お待 ち してい ます !!

法人本部窓 口・森井 房本
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後娠会ヨ・
=「ナー

後援会へのハ会あ‖がこうございきけ。
10月 3日 現在で、個人加入者が267名 、団体加入が6件です。毎年更

新となつていますので、未加入の方はぜひご入会くださ ぷ1零私く
議爆騰

‐亀篭焦奪
い。年会費は、個人が3ヮ 000円 、団体が 10り 000円 で

す。宜しくお願いします。なお、所定の振込み用紙がなけ 撃 等

れば、後援会事務局までご連絡ください。

ボランティアあιlがこうございます。
現在、第 1えるで、第 2え るでの活動

に延べ 10名 以上のボランティアさん

が、食事介助や移動介助をはじめ、河

内音頭やお話し会、大正琴の調べ、絵

本の読み聞かせ、パソコンの操作など

を、メンバーさんと一緒にしています。

また、月2回の土曜 日に実施している
日中一時支援では、スポーツやクッキ
ングを通してメンバーさんと関わつて

います。毎月2回 の「えるでクラブ活

動」にも、ボランティアとして参加して

います。新 しいボランティアさんを

募集区 L整立′。趣量劇 ヒ技豊上
活動に生かしてもらえたらありが
たいです。

畿
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各フェスタの開催 |き 大体 10～ 14時です。内容や時間に変更になることがあι:ま す。

出店のお手伝いをお願いし春～す。

日時こ出店内容 :き 次のこおιlで す。
10/′ 27(土 )28(日 )10:00′ ′ヽ4:00

松高祭 (い か焼き、えるで製品販売 )

。11/3(土 )

三中 (い か焼 き、えるで製品販売 )

四中 (レ ザー体験、えるで製品販売 )

松原柴垣教会バザー (バ ザー )

・ 11/10(土 )

松中 (レ ザー体験、えるで製品販売 )

七中 (い か焼き、 えるで製品販売 )

・ 11//18(日 )

三中 (レ ザー体験、 えるで製品販売 )

五中 (プ ラ板アクセサ リー作 り、えるで製品販売 )

六中 (い か焼 き、 えるで製品販売 )

お手伝いをご希望の方は、下記までご連絡をお願いします。

バオバブ福祉会後援会布忍事務所

〒580-0024松原市東新町4-105-68(えるでヘルバーステーション内)

事務局te1 07 2-332-0999
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みんなで考愛よう暑一ナー″@″ 0
国 大 阪府 な どに よ る障 が い者 雇 用 「水増 し」 問題 は

国民への背信行為です !!

8月 28日 、政府 は関係 閣僚会議 で、中央省庁 に よる障がい者雇用 の水増 しが計 3640人 に達 していた

と発 表 しま した。 (各 省 別 統計 は下記 の表 参照 )こ れ に対す る障 がい者 諸団体 の抗議 ・声明文 が出 さ

れ 、政府 の背信 行為 に対 して怒 りの声 が上 が っています。 元教職 員 出身者 が多 い本福社 会 ・後援 会

として も、 自分た ち も水増 しに加担 して きた 自責 の念 をかん じつ 、ネ ッ トワー ク通信 の読者へ のメ ッ

セー ジを発信す る必要性 を確認 しま した。

10月 9日 後援会役員会 で承認 され た基本見解 を明 らかに して、松原 か らみ んなで考 えてい きたい と

思 います。

多 くの障が い者の公的機関で働 く機会が、政府によって奪われた

再点検後の実雇用率と不足数

行政機関 不足数

内閣官房 0.31 22.5
内閣法制局 2.60 0.0
内閣府 1.14 29.0
富内庁 1.08 11.0
公正取引委員会 2,05 2.0
警察庁 2.41 0.0
金融庁 2.42 0」0
消費者庁 0,12 8.5
個人情報保護委員会 0.00 2.0
総務省 0.76 80.0
法務省 0.80 493.5
公安調査庁 0.38 30.0
外務省 0.39 120.0
財務省 0,78 183.5
国税庁 0.67 946.0
文部科学省 0.57 48.0
厚生労働省 2.76 0.0
農林水産省 1.22 173.5
林野庁 1.66 30.0
水産庁 8.0
経済産業省 0.81 95.0
特許庁 0.50 57.0
国土交通省 0。 70 659.5
観光庁 0.00 2.0
気象庁 1.35 45.0
海上保安庁 3.01 0.0
運輸安全委員会 1.09 2.0
環境省 0.54 48.0
原子力規制委員会 2.38 0.0
防衛省 1.01 255.0
防衛装備庁 0.54 26.0
人事院 0“ 75 10.0
会計検査院 1.57 9.0
合 計 1。 19 3396.0

中央省庁や 自治体等 にお ける障害者雇用 「水

増 し」問題 は、 自ら法 を遵守 しなけれ ばな らな

い行政 による国民へ の背信行為です。民間の企

業・団体指導す るべ き中央省庁 において法律違

反 が重ね られて きた こと、 とりわけ 40年 余 に

わたって不正 を正せ なかった障害者雇用 の総元

締 めたる厚生労働省 の責任 は重大です。

また、政府 は、本年 3月 に 「第 4次障害者基

本計画」 を閣議 で決定 しま した。その決定に、

「国の機 関においては民間企業 に率先垂範 して

1障 害者雇用 を進 める立場 であることを

1踏 まえ、法定雇用率の完全達成 に向けて取 り組

む な ど、積 極 的 に障害者 の雇用 を進 める。」 と

明記 して しています。水増 しの事実は これ に背

くものであ り、個 々の省庁 の責任 は言 うに及 ば

ず、内閣 を中心 に政府 の中枢 お よび閣議 として

の責任 が問われ ところです。

私 たちも、現段階で以下の 3点 をまず 問題 に

したい と思います。

第一 は、多 くの障が い者 の公的機 関で働 く

機会 が 、政府 に よ って奪われ た事実 です 。

その数は 2017年 度だ けで も 3400人 を下

回 らない とされ ています、 42年 間の累 計の

数は一体 どれ くらいに上 るのか、精緻 な数値 を

詳 らかにす ること。

第二 は、政府公表の各種 デー タヘの信頼 が

決 定 的 に揺 らいだ ことです 。「制 度の理解

が不十分だ つた」「悪意 はなか つた」な どが通

実雇用率

0.95
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用す るとすれ ば、政府の公表 とは何 なのか、政府デー タを元 に策定 され る関連政策全体

が崩れ ること。

第二は、民間企業の障害者雇用に悪影響が及ぶ ことへの懸念です。行政 自らに不正が

あれ ば指導 力が鈍 るのは必至であ り、企業 と しても行政に不信 を抱 くのは当然である c

結果 として、法定雇用率の未達成企業が半数に上 る民間企業での雇用促進に水 を差す こ

と。

以上の諸点 を踏 まえて、私たちは さらに重大 な問題 を感 じず にはい られ ませ ん
_^

「水 増 し」 の 背景 に潜 む 障害 者 差 別意 識

10月 中 に再発 防止 策 を策 定す る事 が報 道 され て い ます が 、 なぜ こん な不正 が か くも長

い期 間許 され て きた のか との疑 間 です。

そ れ は 、「障 害 分 野 だ か ら許 され た の で は」 の疑 念 で あ り、 ま た 、「で き る こ とな ら障

害者 を新 規 に雇 い入 れ た くない 」 とす る本 音 が 、 しか も政府 全 体 と して垣 間 見 られ ます。

これ らを障害者 差別 と言 わず して何 と言 うので しょ うか。 そ うで ない と言 うので あれ ば、

それ を完 全 に払 拭 す るだ けの説 明責任 を果 た しす べ きだ と考 えます 。

政府 が 当面 為す べ き は、二つ あ る と考 えます 。

一 つ は、徹 底 して今 般 の法 律違 反 の実態 を明 らか にす る こ とです 。 障害者 の前 に、 国民

の前 に、す べ て の 関連 す る事 実 を公 表 して ほ しい と考 えます。

も う一 つ は 、実 質 的 で本 格 的 な検証 体制 を確 立す るこ とです 。 政府 自 らの 不正 で あ り、

財 務省 の文 書 改 ざん の検 証 に見 られ る よ うな ごまか しは許 され ない と考 えます。

検 証 体制 の確 立 に あ って恣意 的 な人選 は許 され な い と考 えます 。 障 害 当事者 団体 の代 表 を

含 む 、透 明度 の高 い検 証 体制 を確 立 を訴 えて い きた い。

最 後 に、障 害者 の 「労働 及 び雇 用 」 分 野 は、私 た ちの国 が積 み残 して きた重 点課題 の一

つ です。 自治 体 の状 況 を含 めて の実態 把 握 や 検 証 と合 わせ て 、福祉 的就 労 を含 む 、障 害者

の 「労働 及 び雇 用 」 政策 全 体 の抜 本 的 な改革 に着 手す べ き時期 に来 て い ます。

立法府 も総 力 を上 げ るべ きで あ り、前 代 未 間 の 出来事 が 、 そ の た め の契機 とな る こ とを切

に に願 うもの です 。 (文 責 I)

」爾′
:欝場鬱アク コー ナー   ダウン庭 をめぐる政治

誰 もが 排 除 され な い 社 会 へ 向 け て

明石書店 2018年 9月 10日

現 在 の 日本 社 会 で は 、依 然 と して 障 害 の あ

る人 々 に対 す る差 別 や 偏 見 に は 強 い もの が残

つて い るか も知 れ ない。 しか しなが ら、今 こ

の 時 、飛 行 機 で わず か 一 時 間移 動 した海 を挟

ん だ 同 じ地 球 上 で は 、 ダ ゥ ン症 の あ る人 々 が

テ レビ番 組 (BOm Thish wり )の 主 人公 にな り

大 ヒッ トす る社 会 が存在 して い るので あ る。

社 会 の 受 け入 れ る視 点 が 、 そ して価 値 観 が

変 わ る こ とに よ り変 化 す る の で あ る。 (あ とが

きより抜粋 )
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○バオバブネットワーク通信VOL19を お届けします。

18号 の 編 集 後 記 十二
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を 風 化 さ せ な い 道 だ と 信 じ て 地 域 行 事

18を 企 画 し、 大 勢 の 皆 さん が 参 加 して 下 さ
して い ます 。
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○ シ リー ズ 」 で は 、「水 増 し」 の 背 景 に 潜 む 障 害 者 差
:ヽ た だ く た め に 後 援 会 の ア ピ ー ル を 掲 載 し ま した 。
長 き に わ た っ て 見 逃 さ れ て き た の か ?
の で は 」 の 疑 念 で あ り、 ま た 、「で き る
い 入 れ た く な い 」 と す る 本 音 が 、 し か
れ ま す 。 こ れ ら を 障 害 者 差 別 と言 わ ず

そ うで な い と言 うの で あ れ ば 、 そ れ
明 責 任 を 果 た しす べ き だ と考 え ま す 。

○ 今 年 度 も 法 人 と し て 、 新 し い 事 業 展 開 を 模 索 し て い ま す 。
に |ま 、 地 域 相 談 支 援 セ ン タ ー 「い こ な 」 の 移 転 と 女 性 ホ ー
事 業 が 完 了 しま す 。 い よ い よ 女 性 ホ ー ム も 10人 定 員 と な り
計 画 の 大 幅 な 見 直 し を し て い る の が 車 イ ス の メ ン バ ー に 対
男 性 ホ ー ム の 新 設 事 業 で す 。
外 部 の 「債 権 の 多 い 法 人 経 営 が 圧 迫 さ れ な か ?」 良 心 的 な 声 や 法
人 内 部 に も 、 こ の 事 業 展 開 に 疑 間 の 声 も あ る こ と も事 実 で す 。
し か し、「必 要 とす る メ ン バ ー が い る 」 と い う 「事 実 」 に 寄 り添 い
何 と か 解 決 す る 道 を 見 つ け る 作 風 こ そ が 、 私 た ち バ オ バ ブ の 蒙 以
来 の 伝 統 だ と考 え ま す 。

警|1罰 編 1嬰武Iな (「

るって。・・」としう明るし声で、私たちは

○ 次 号 は 、 新 ホ ー ム 建 設 事 業 の 進 展 状 況 を 皆 様 に お 知 らせ し て い き
ま す 。 今 後 、 更 な る ご 支 援 ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。

(文 責 F)

月

室

。
た

１
増

す

し

１

ム
ま

応

KSKQ(バ オバブネットワーク通信VOL19) 第二種郵便物承認 通巻 9187号  2018年  10月  21日 発行 (12)

KSKQ(バ オバ ブねっ とわ― く通信 VOL19)2018年  10月 21日 発行
定 価 100円

編  集  社 会 福 祉 法 人 バ オ バ ブ福 祉 会    編 集 責 任 者  房 本  晃
連 絡 先  〒 580-0044松 原 市 田井城 6丁 目 328番 地 2

で ん わ 072-332-0987 FAX072-331-8200
発 行 人  関 西 障 害 者 定 期 刊 行 物 協 会

〒 543-0015大 阪 市 天 王 寺 区真 田山町 2-2 東 興 ビル 4階
で ん わ &FAX06-6763-3338

九

九

年

九

月

日

弔

種

郵

便

物

承

認

毎

月

1

2

3

4

5

6

7

8

の

日

発

行


